


夏
の
好
天
気
を
迎
え

ト
ラ
ク
タ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
青
も
高
ら
か
に

一
番
草
の
収
穫
作
業
が
始
ま
っ
た
。

一
年
で
一
番
忙
し
い
季
節
で
す
。
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ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
ず
、
か
な
り

落
ち
込
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
日
分
は

長
男
で
も
あ
り
、
母
（
美
佐
子
さ
ん
）
や

柧
母
（
フ
ジ
エ
さ
ん
）
弟
、
妹
の
小
心
と

な
り
、
立
ち
画
ら
な
け
れ
ば
と
農
業
へ

の
道
を
選
ぶ
。

学
校
も
農
業
知
識
の
近
道
を
最
優
先

に
考
え
、
中
標
津
農
業
高
校
に
進
学
し

た
。
高
校
に
椛
学
中
は
、
馬
鈴
し
ょ
の
収

穫
作
業
ピ
ー
ク
時
期
に
な
る
と
、
学
校

を
二
週
間
く
ら
い
休
み
、
ハ
ー
ベ
ス
タ

１
で
い
も
掘
り
を
や
っ
た
と
い
う
。
普

通
の
学
生
な
ら
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
部

活
や
友
だ
ち
と
遊
ぶ
と
こ
ろ
だ
が
．
そ

れ
を
し
た
く
て
も
出
米
な
い
状
況
に
、

ち
ょ
っ
と
横
道
に
そ
れ
そ
う
に
な
っ
た

「
今
、
自
分
が
農
業
を
や
っ
て
い
け
る

事
が
兄
え
て
来
た
」
と
話
す
乾
達
也
さ

ん
は
、
俵
橋
地
区
で
馬
鈴
し
ょ
十
ｍ
油
、

て
ん
菜
四
・
五
噸
を
作
付
す
る
畑
作
専

業
農
家
。

達
也
さ
ん
が
小
学
．
一
・
年
能
の
時
に
突

然
父
（
故
乾
幸
さ
ん
）
が
他
界
し
た
。
あ

ま
り
に
も
突
然
の
事
で
、
し
ば
ら
く
は

停可
Ｌ１ 

‐ 

経
験
ｆ
足
か
ら
い
ま
い
ち
む
ず
か
し
い
”

「
で
も
今
奪
え
る
と
初
め
は
何
も
わ
か

ら
ず
、
畑
起
こ
し
や
い
も
植
え
、
掘
り

取
り
な
ど
、
機
械
を
取
り
付
け
畑
に
行

き
自
己
流
で
や
っ
て
い
る
と
、
か
な
ら

ず
近
所
の
人
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

た
。
そ
の
時
、
ｎ
分
は
一
生
け
ん
め
い

や
っ
て
い
た
の
だ
が
、
周
り
か
ら
見
る

と
ポ
イ
ン
ト
の
ぬ
け
た
作
業
だ
っ
た
ん

だ
な
と
感
じ
る
。
今
、
自
分
が
あ
る
の
は
、

母
や
近
所
の
人
た
ち
の
温
か
い
支
援
の

お
か
げ
」
と
感
謝
す
る
。

ま
た
、
青
年
部
の
畑
作
部
会
の
先
議

か
ら
も
、
技
術
的
な
事
や
人
生
論
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
肋
一
一
一
一
巳
と
も
ら
い
、
組
織
、
仲

間
作
り
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

時
も
あ
っ
た
と
い
う
が
『
日
分
が
朝
紀

き
る
前
か
ら
畑
に
行
き
、
，
佼
遅
く
ま
で

働
く
瓜
の
姿
を
兄
る
と
申
し
訳
な
く
、

考
え
を
新
た
に
し
た
」
と
話
す
。
高
校
を

卒
業
し
て
凶
年
月
、
今
は
あ
る
程
度
黍

節
的
な
作
業
パ
タ
ー
ン
は
マ
ス
タ
ー
し

た
が
、
い
も
の
病
気
や
農
薬
の
調
合
な

ど
、
管
哩
作
業
の
細
か
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が

篝
諫

担竃

今
年
か
ら
は
営
農
計
画
書
、
税
金
の

巾
苫
も
自
分
で
行
な
い
、
少
し
づ
つ
で

は
あ
る
が
経
営
の
勉
強
も
始
め
た
。
さ

ら
に
崎
菜
研
究
会
に
も
加
入
し
、
ゴ
ボ

ウ
や
長
ネ
ギ
な
ど
を
試
験
栽
培
、
低
農

薬
、
有
機
栽
培
の
取
り
組
み
も
行
な
っ

て
い
る
。
「
将
来
的
に
今
の
畑
作
農
業
が

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
が
、

自
分
と
し
て
は
、
昔
の
形
態
に
も
ど
し

て
い
き
た
い
．
そ
し
て
農
家
だ
っ
て
一

社
長
、
畑
に
は
ベ
ン
ツ
に
鍬
を
積
み
、
乗

っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
日

を
輝
か
す
達
也
さ
ん
で
す
。

，
 

何
で
も
お
互
い
話
し
合
い
、
協
力
し
合
う
乾
さ
ん
一
巍

布
か
ら
フ
ジ
エ
さ
ん
、
英
住
子
さ
ん
、
達
也
さ
ん



分乳Ｉこに－じ誓えも砿を率はでた分
け糖、、乳、て及まむ分こつで全の゜に咋
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無
脂
固
形
分
の

向
上
の
た
め
に

一
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

無
脂
同
形
分
の
う
ち
、
乳
糖
率
は
ほ

と
ん
ど
変
動
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
乳
蛋
白
率
に
つ
い
て
は
、
○
・

六
％
単
位
程
度
の
範
囲
で
変
動
し
ま
す
。

平成５年度無脂固形分率成績

俵函
年平均放牧期含飼掘

ftjiiとの零全inとの差|鑓との差
Ａ農協 8.627 +００２６８５９３＋0.0288.6ｉｍｌ＋0.025 

Ｂ農協 8.603 +0.0028.557-0.0088.642＋0.013 

Ｃ農協 8558-00438.504-0.061Ｍ02-0.027 
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二
、
無
脂
固
形
分
と
飼
料
成
分

乳
成
分
中
の
乳
糖
に
つ
い
て
は
、
主

な
も
の
は
、
飼
料
中
の
で
ん
ぷ
ん
な
ど

よ
り
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
が
生
じ
、
肝
臓
を

通
し
て
乳
糖
と
な
り
ま
す
が
、
プ
ロ
ピ

オ
ン
酸
が
不
足
す
る
と
血
中
の
ア
ミ
ノ

酸
か
ら
も
生
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
乳

蛋
白
質
は
、
第
一
胃
内
の
微
生
物
蛋
白

と
バ
イ
パ
ス
蛋
白
か
ら
の
ア
ミ
ノ
酸
に

よ
っ
て
い
ま
す
．
第
一
胃
内
の
微
生
物

蛋
口
は
、
第
一
胃
内
の
可
消
化
炭
水
化
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、

平
成
五
年
度
共
計
で
ん
粉
の
販
売

状
況
は
、
五
月
末
仮
配
分
累
計
一
袋

当
り
一
千
八
行
二
円
〈
前
年
同
期
一

千
几
百
七
－
八
円
）
と
前
年
よ
り
百

七
卜
武
川
、
単
価
に
よ
る
進
度
率
は

前
年
比
九
一
・
二
％
と
前
年
同
期
を

下
廻
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
産
地

倉
渡
し
二
千
八
百
七
十
五
円
～
三
千

三
百
一
一
十
五
川
（
前
年
同
期
三
千
円

～
一
一
一
千
三
百
二
十
五
円
）
、
東
京
倉
渡

し
一
一
一
千
七
１
五
円
’
三
千
五
百
一
一
十

五
円
（
前
年
同
期
三
下
二
百
円
～
一
一
一

下
五
百
二
十
五
円
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
と
競

合
す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
前
年

同
期
と
同
じ
一
千
几
百
五
十
円
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

〆
、

ノ

学

準平均

命jiiとの菱

放牧期

全ihとの差

舎飼期

障と峰
Ａ農協 ．｛･０ 8.593 ；0.028 閃４ 02【ｉ

Ｂ農協 603 +0.002 8.閃７ －０．００８ 642 013 

(>農協 558 -0043 8.504 -0.061 

l)農協 493 0.108 8.506 -0.059 486 J4３ 

根篭箸内 ,583 －００１８ 8厨４ ･0.01二 607 022 

や道 8.601 8.565 629 



◆
｜
農
を
撮
る
」
部
門

●
テ
ー
マ
「
農
の
風
景
」

北
海
道
の
農
業
（
人
・
農
村
）
を

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
表
し
て

下
さ
い
。

◆
「
花
ネ
ッ
ト
北
婦
人
」
部
門

泌乳前期における日体重変化と乳蛋白率(寂支ら､19911
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０
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乳
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質
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日体重変化k員

〈
応
募
規
則
〉

●
応
募
作
品
は
、
六
シ
切
（
約
ｌ
Ｌ
ｍ

×
二
十
川
四
プ
リ
ン
ト
で
、
｜
人

三
点
以
内
（
未
発
表
で
、
他
の
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
へ
の
応
募
ま
た
は
そ
の

予
定
の
な
い
も
の
に
限
る
）
。

●
入
賞
作
飾
の
版
権
は
原
版
と
共
に
主

物
と
、
分
解
性
蛋
ｎ
の
多
少
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
無
脂
脚
形
分
を
増
加
さ

せ
る
た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｔ
Ｄ

Ｎ
）
の
摂
取
雌
（
充
足
率
）
を
高
め
る

こ
と
が
川
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
泌
乳
阿
期
は
、
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
疾
病
の
軽
減
が
は
か
ら
れ
ま

一リロ

｜
｜
「
無
脂
乳
固
形
分
と
体
重

無
脂
乳
固
形
分
と
体
重
の
変
化
を
兄

る
と
、
体
重
が
減
少
し
て
い
る
と
き
は

●
テ
ー
マ
「
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

花
を
小
心
に
身
近
な
生
活
環
境
と

農
村
・
農
業
な
ど
と
の
調
和
を
表

し
て
下
さ
い
。

〈
応
募
資
格
〉

●
全
道
Ｊ
Ａ
青
平
部
員
、
Ｊ
Ａ
婦
人
部

員
、
Ｊ
Ａ
組
谷
負

●
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
役
職
典

￣】

報
係
に
あ
り
ま
す
）
。

〈
審
査
〉
、
雫
催
荷
及
び
専
門
家
（
写

真
家
な
ど
）
に
よ
る
審
査
会
を
十
月
開

催
し
、
下
記
の
賞
を
贈
り
ま
す
。

〈
入
賞
〉
各
部
門
と
も
、
穀
優
秀
賞

（
賞
状
、
賞
金
一
万
円
）
、
優
秀
賞
寳
状
、

賞
金
五
下
Ⅲ
）
谷
．
点
、
佳
作
数
点
、
苔

催
樹
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
、
応
慕

作
砧
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

⑥
応
募
締
切
は
、
平
成
六
年
九
月
一
一
一
十

Ⅱ
燭

〈
応
募
方
法
〉

作
砧
裏
、
に
「
応
募
Ⅲ
紙
」
を
セ
ロ

フ
ァ
ン
テ
ー
プ
で
貼
付
し
、
ｒ
記
事
務

局
に
郵
送
〈
応
募
用
紙
は
農
協
組
織
広

乳
蛋
円
率
も
低
卜
し
て
い
る
こ
と
が
み

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
重
の
増
減
は
ボ

デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
と

の
祁
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
が

低
下
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
充
足
率
が
不
足
で
す
の
で
、
Ｂ
Ｃ

Ｓ
を
低
下
さ
せ
な
い
Ⅱ
や
せ
さ
せ
な
い
．

飼
養
管
理
を
行
な
う
こ
と
が
、
ひ
い
て

は
、
無
脂
問
形
分
の
向
上
、
乳
牛
の
腿

康
の
向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
す
。

伊ﾛ｡

〈
主
催
〉
Ｊ
Ａ
北
海
道
青
年
部
協
議

会
Ｊ
Ａ
婦
人
部
違
絡
協
議
会
／
Ｊ
Ａ

北
海
道
役
職
員
連
盟

〈
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
〉

〒
○
六
○
札
幌
巾
中
央
区
北
四
条

西
一
丁
目
共
済
ビ
ル

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
営
農
生
活
課

ら
に
Ｊ
Ａ
道
青
協
会
長
賞
．
Ｊ
Ａ
道
婦

協
会
長
賞
、
Ｊ
Ａ
道
役
職
且
連
盟
委
員

長
賞
を
各
一
点
。
ま
た
、
刑
営
苫
し
て
後

援
各
社
の
提
供
に
よ
り
、
旅
行
ク
ー
ポ

ン
券
、
柵
、
乳
製
品
ギ
フ
ト
を
贈
呈
。

〈
発
表
〉
入
賞
作
品
の
発
表
は
「
日

本
農
業
新
聞
北
海
道
版
」
紙
上
で
行
な

い
写
真
展
な
ど
で
底
く
紹
介
し
ま
す
。

鰺ク
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か
け
、
ル
ン
ル
ン
と
天
真
燗
慢
の
笑
顔

を
ふ
り
ま
い
た
所
、
知
ら
な
い
人
に
近

づ
か
れ
て
思
わ
ず
怖
く
な
っ
て
、
体
が

固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
ん

な
茶
緒
人
く
ん
は
、
色
ん
な
人
を
引
き

つ
け
て
し
ま
う
ほ
ど
の
カ
ワ
ィ
ィ
笑
顔

の
持
ち
主
な
の
で
す
。

今
、
｜
番
好
き
な
物
は
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
お
も
ち
ゃ
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
買

っ
て
も
ら
っ
た
、
本
当
に
乗
っ
て
操
作

で
き
る
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
お
も
ち
ゃ
が
お

気
に
入
り
の
よ
う
で
、
上
手
に
動
か
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
．
Ⅱ
に
何

度
も
す
る
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の

＃，＝ 

二れがボクの愛Tlユカッコイイでしょう

お
散
歩
が
人
好
き
。
ゆ
っ
く
り
牛
舎
の

中
を
見
学
し
て
き
た
り
、
と
に
か
く
外

に
出
た
く
て
毎
ロ
ウ
ズ
ウ
ズ
。
お
母
さ

ん
の
佳
江
さ
ん
が
目
を
離
し
た
す
き
に
、

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
裸
足
で
飛
び
出
し
ち
ゃ

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
や
ん
ち

ゃ
ぶ
り
は
、
や
っ
ぱ
り
男
の
子
で
す
ね
。

少
し
ず
つ
言
葉
を
覚
え
始
め
て
、
か
わ

い
ら
し
さ
が
増
す
茶
緒
人
く
ん
も
、
も

う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
。
古
沢
さ
ん
一
家

は
、
も
う
一
人
分
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま

す
が
、
奈
緒
人
く
ん
の
お
兄
ち
ゃ
ん
ぶ

り
も
楽
し
み
で
す
ね
。

朝一番の散歩はしたけど…｢外で遊びたいよニ

グ



い
よ
い
よ
一
番
草
の
収
穫
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
の
冷
夏
の
せ

い
も
あ
っ
て
、
正
月
か
ら
の
天
候
に
一

喜
一
憂
す
る
ｎ
々
で
し
た
。
実
入
り
の

豊
か
な
飼
料
と
な
る
様
祈
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

本
州
方
面
で
は
昨
年
に
比
べ
て
、
天

候
が
順
調
な
の
と
、
飲
用
乳
の
販
売
価

格
の
低
下
に
よ
り
、
飲
用
原
料
乳
が
前

年
比
一
一
三
％
と
伸
び
て
い
ま
す
。

特
に
全
農
経
由
の
道
外
向
け
は
一
三

一
一
一
・
八
％
に
達
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
昨
年
に
比
べ
て
価
格
で
は
若
干
の
不

満
が
残
り
そ
う
で
す
が
、
量
の
流
れ
と

し
て
は
上
々
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

こ
の
様
な
中
で
六
月
十
七
日
に
全
道

の
生
乳
受
託
販
売
委
員
会
と
、
酪
対
の

合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
用
途
別
乳
価
は
、
ｏ
飲
用
向
け
、

三
円
五
十
銭
程
度
の
値
下
げ
（
未
定
）
。

①
生
ク
リ
ー
ム
、
二
円
減
。
①
ゴ
ー
ダ

チ
ー
ズ
、
三
川
減
。
そ
の
他
は
据
え
置

き
に
決
ま
り
ま
し
た
．
共
計
乳
価
で
は

前
年
比
約
一
円
減
と
な
り
そ
う
で
す
。

ま
た
平
成
六
年
度
の
生
乳
生
産
計
画

盤
篝

量
の
九
五
～
九
六
％
を
目
安
と
し
て
営

農
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
チ
ー
ズ
は
個
人
の
希
望
に
よ
っ
て

四
年
間
に
わ
た
っ
て
指
定
団
体
と
契
約

を
し
ま
す
。
六
年
度
の
チ
ー
ズ
乳
価
は

Ⅲ
十
六
円
六
十
銭
程
度
で
す
。
以
後
、
毎

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
六

年
よ
り
新
設
さ
れ
た
新
チ
ー
ズ
の
取
り

扱
い
が
未
定
の
た
め
、
具
体
的
数
量
の

決
定
は
几
月
頃
に
な
る
見
込
み
で
す
。

当
面
は
、
平
成
五
年
度
修
正
目
標
数

「 、●今閂のたより……
毎菫

長曰誌

両
生
産
Ｉ

》》訓代 堺
行

長
Ⅵ
澪

［ 

年
一
円
八
十
銭
づ
つ
削
減
さ
れ
ま
す
。
に
両
と
文
章
で
開
拓
の
苦
労
と
夢
を
表

こ
の
新
チ
ー
ズ
の
契
約
の
希
望
取
現
し
て
い
ま
す
。
私
は
東
京
で
直
行
の

り
ま
と
め
は
、
七
月
末
頃
ま
で
に
行
な
い
「
山
、
牧
場
、
原
聯
」
に
出
会
い
、
魅

ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
全
道
の
箙
せ
ら
れ
て
入
植
を
決
意
し
ま
し
た
。

終
配
分
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
人
の
農
険
両
家
の
足
跡
を
辿

ま
た
、
求
達
、
超
過
が
佃
々
の
経
営
り
つ
つ
思
う
一
」
と
は
、
「
文
化
」
と
は
何

に
よ
っ
て
能
じ
ま
す
の
で
、
無
理
と
無
か
と
い
う
問
い
か
け
で
す
。

駄
の
な
い
白
然
体
の
型
で
生
産
を
行
な
二
人
に
肌
〈
通
し
て
い
る
こ
と
は
開
拓

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

者
で
あ
り
、
酪
農
家
で
忙
し
く
、
賛
し

今
年
度
は
乳
価
決
定
に
関
連
し
て
．
い
こ
と
で
す
。

生
乳
需
給
調
整
事
業
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
巾
で
絵
を
書
く
、
又

搾
乳
牛
特
別
淘
汰
、
酪
農
安
定
特
別
対
を
描
く
時
間
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
自

策
事
業
な
ど
が
災
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
分
の
人
生
の
大
事
な
も
の
の
た
め
に
、

詳
し
く
は
酪
対
を
通
し
て
説
明
を
致
し
敢
え
て
時
間
を
創
り
上
げ
た
こ
と
に
深

ま
す
。

い
感
銘
を
覚
え
ま
す
。

貧
し
さ
や
、
忙
し
さ
の
巾
に
あ
っ
て

農
村
文
化
に
ふ
れ
て

も
大
切
な
事
に
時
間
を
割
く
こ
と
が
文

先
月
は
婦
人
部
が
研
修
で
、
十
勝
の
化
創
造
の
源
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

鹿
追
町
と
中
札
内
村
に
行
っ
て
き
た
様
今
、
農
村
文
化
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
（

で
す
。
鹿
追
町
で
は
神
田
Ⅱ
勝
、
中
札
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
生
じ
、
物
が
豊
富

内
村
で
は
坂
本
直
行
と
そ
れ
ぞ
れ
の
記
に
な
っ
て
文
化
が
生
ま
れ
る
の
で
は
を

念
館
で
絵
両
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

さ
そ
う
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
大
切
な

神
田
日
勝
は
「
叢
内
風
景
」
、
「
や
せ
時
間
を
創
り
川
す
こ
と
を
今
、
求
め
ら

馬
」
が
代
表
作
で
あ
り
、
特
に
絶
筆
と
れ
て
い
る
様
で
す
。
日
々
忙
し
い
農
業

な
っ
た
や
せ
馬
の
上
半
身
の
み
の
描
き
で
す
が
、
家
庭
文
化
、
農
村
文
化
の
担

か
け
の
絵
が
印
象
的
で
す
。

い
手
と
し
て
、
自
由
な
時
間
を
生
み
出

一
方
、
坂
本
直
行
は
篭
山
を
愛
好
し
、
し
て
、
身
心
共
に
豊
か
な
人
生
を
築
い

自
然
に
溶
け
込
み
、
明
る
く
、
螺
や
か
て
ゆ
き
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

、

＝＝ 

／ 

： 
'篝
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ホルスタイン種の部1等入賞牛 芦
自

出品者

福村稔

り1illl:原正

川村尊之

花ＩⅡ稔
lml部文雄

部名号
1ハピィイーストホワイトセレナ

２サニーデールローヤルマーサ

３タイロークリストフアーホープ
４バリアントクリスチナハノーパーＥＴ

Ｒレスポヮールスーペリアインスピレーション

ジュニアチャンピオン

ｼﾞｭﾆｱﾘｻﾞｰﾌﾁｬﾝﾋﾞｵﾝ 

ﾍﾞｽﾄｧﾀﾞｰ 

1m］ 

弾正原】卜
佐々木ⅡＥ雌

６サニーデールミステイレーモン

７アースイーストイーグルチャリティ

福嶋信

福１１鳴信
８ハッピーランドファンシークリンス弼鴫信一

９ハッピーランドバリアンマソトーマリー福１１鳴信一
'０ロックミラーポリネッド上井上昭田
1１ハヅピーランドアイディアルクリスチナコピー福｜鴫‘信一

グランドチャンピオン
－－ 

グランドﾘｻﾞｰﾌﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ

ま

部 名号 出品者 賞

ハピィイース､、ホワイ:、セレナ 福村稔

サニーデーールKT・‐ヤルマーーサ ﾘ1illl:原１２ ジュニアチャンピオン

タイロ・‐ク:ノス!､ファー・ホ･－ブ ｊｌｌ村櫛之

パリアントクリスチナハノーーパー。Ｅ哲 花Ⅸ稔

レスポヮ・・ルスーペ;ﾉアインスピレーション lmJ部文 ｼﾞｭﾆｧﾘｻﾞｰﾌﾁｬﾝﾋﾞｵﾝ 

-サニー‐デ｡－ルミスティレーモン 弾]E原〕［ ベストアダー

アースイース:、イ・-ダルチャリティ 佐々木｜lＥ

ハッピーランドファンシークリンス 福Ｉ鴫信一一

ハッピーラン:゛バリアンマットーマリーー 福１１鳴信一 グランドチャンピオン

１７ツクミラー・ポリネッド ､づi二１２昭田 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾘｻﾞｰﾌﾞﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ 

ハッピーランドアイディアルクリスチナコピー 橋lljH傭一



几賞栄善｜品チン氏グさがいを管
点にホ誉行サのヤ出ラ審れ、Ｆｌｉ当添理
ではルに氏号サンマ品ン査たホが日え電
一、ス輝出゜ニピツのドの今ル峰はま算
位第タき品種｜オトハチ結審スる曇し課
にニイま、馬ヂン、ソヤ果査タ悪’〕た－
，僕ンし八の｜にマピン、がイ条空・が
以落共た重最ルはり｜ピホ終ン件かあ
鑑鶯｡鞠｡ｻﾞｌｉｌ騏籔兜腫“if
霞が地が賞１正、ドにタま馬あおシ
ニニ｜又そにヤ原ジ福イし共ｌ）Ｉ）ヨ
百両ルリれはルＩＦユバl鳩ンたにまはウ
六六団ぞ渡氏ニリ信種・子しげに
十十体れ辺マ出アアー、定たし花

藝欝鍵羅：

氏
（
ホ
ク
レ
ン
中
標
津

支
所
）
が
あ
た
り
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
に
的
確
か
つ
慎

重
で
講
評
も
き
め
細
か

く
、
観
戦
者
を
納
得
さ

せ
る
審
査
が
、
を
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ー
リ
ィ
ク

ィ
ー
ン
に
は
阿
部
春
美
、

石
塚
真
賞
さ
ん
（
農
協

六
点
）
、
中
標
津
（
二
百
五
十
一
一
一
点
）

俣
落
（
二
百
二
十
八
点
）
、
開
陽
（
’
’

百
十
四
点
）
、
武
佐
（
二
百
八
点
）

当
幌
（
八
十
九
点
）
の
順
位
と
な

り
ま
し
た
．
上
位
入
賞
牛
お
よ
び

種
馬
は
別
記
の
と
お
り
で
す
，

伊冤

鍵曇

鱸
種馬の部１等入萱馬

部 名号｜出品者 首

１ 

｛乘

姫 福嶋広光

「ｎ

'？ 富士１１１N 横田好一

円 八重桜 漉辺善行 最高位

－ 

t‐〕 ･ザツキ 伊麟」E幸

.夕

部 名号 出品者 賞

宝姫 福U鳴広光

２ 富士姫 横田好一

３ 八重桜 渡辺善行 最高位

５ iﾅ.ツキ lJl藤」lご率



10月から乳代精算内容が変わります。
乳脂肪分。無脂乳固形分に乳質評価を加味

８月上旬からの乳質検査をもって乳質ランクを判定します。

北
海
道
の
生
乳
を
“
飲
用
牛
乳
〃
と
し
て
全
国
の
消
費
者
に
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
飲
ん
で
も
ら
う
た
め
、
特
に
生
乳
を
道
外
に
移
出
し
て
「
消
費
地

パ
ッ
ク
」
と
し
て
利
附
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
北
海
道
か
ら
の
輸
送
に

長
い
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
輸
送
中
の
乳
質
劣
化
を
考
え
て
、
本
道

出
発
時
の
乳
質
を
さ
ら
に
良
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
乳
代
精
算
に
乳
質
評
価
を
加
味
し
、
全
道
生
産
者
が
一
丸
と

な
っ
て
乳
質
の
さ
ら
な
る
向
上
に
取
り
組
み
、
販
路
・
販
売
澱
の
一
層
の

拡
大
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
改
善
努
力
を
正
し
く
評
価

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一醐脳胤傾瀞Ⅷ肱

ＩＰミ

「 ①細菌数（生菌数）の基準および単価

雪班勵諏価の基準は？

評
価
対
象
生
乳
は

個
乳
を
基
本
と
し

ま
す
。
個
乳
の
生

菌
数
検
査
が
行
わ

れ
て
い
な
い
地
区

は
、
当
面
の
間
、

合
乳
単
位
の
生
菌

数
検
査
に
基
づ
く

評
価
（
連
帯
評

価
）
と
し
ま
す
。

一
篇
裂
川
罪
？

ランクｌ（奨励レベル）３万／n11以下３円／kＲ

ランク２（正常レベル）４～10万／､111円／蛇

ランク３（要改蕃レペル】）１１～20万／ｍｌＣ

ランク４（要【k善レベル2）２１万／Inl以｣＝－３円／kｇ
（感L当鈎のみ）

＠体細胞数ランク］および２の必要条件として、

３０万／、1以下を基準値とします衝

ググ

乳脂肪分。無脂乳固形分に乳質評価を加味



連
続
す
る
２
カ
月
間
（
６
句
）
の
成
緬
に
よ
り
ラ
ン
ク
を
判
定
し
、
判
庁

翌
月
の
乳
量
に
対
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
を
乳
質
乳
価
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

８月３旬

の

細菌数と

体細胞数

９月Ｂ旬 １０月の ど
ん
な
方
法
で

乳
質
乳
価
が
決
ま
る
の
で
す
か

の

細菌数と

体細胞数

と 踵
乳質乳価

を決定応ゆ９月３百

の

細菌数と

体細胞数

と で
細菌数と

体細胞数

１１月３旬

の

細菌数と

体細胞数

]２月の10月３旬

の

細菌数と

体細胞数

と 【■
乳質乳価

を決定

P定剴

①
現
行
の
乳
脂
肪
分
と
無
脂
乳

固
形
分
に
乳
質
評
価
を
加
え

て
、
三
要
素
に
よ
る
乳
代
糖

算
に
な
り
ま
す
。

ｃ
ラ
ン
ク
４
の
徴
収
金
は
、
乳

代
精
算
時
に
徴
収
（
乳
代
と

相
殺
）
し
、
乳
業
者
か
ら
の

受
け
取
り
乳
代
と
合
わ
せ
て

通
常
の
桁
算
を
行
い
ま
す
。

｜
結
局
、
乳
代
精
算
の
内
容
は
ど
う
な
る
の
？

①
平
成
６
年
８
月
ｋ
旬
を
検
脊

（
判
定
）
開
始
旬
と
し
、
９

月
下
旬
ま
で
の
６
句
の
検
齊

成
穎
に
よ
り
、
乳
質
ラ
ン
ク

を
判
定
し
ま
す
。

②
平
成
６
年
、
月
分
乳
代
を
、

こ
の
乳
質
評
価
を
加
味
し
た

乳
代
精
算
の
開
始
月
と
し
ま

す
。

③
以
後
同
様
に
、
乳
代
精
算
月

の
前
６
句
の
検
査
成
績
に
よ

り
乳
圃
乳
価
を
算
出
し
ま
す
⑥

｜ い
つ
か
ら

始
ま
る
の
？

｡８可
－ 

．９月

戸●

● ■ 

1０月
￣￣－ 

－ 

－－ 

－ 

中

｜｜’ 伊蜀一に

Ｆ＝ 
－－ 

10月分の乳代から

乳質乳価が支払わ

れます、

検査開始

①
プ
レ
ミ
ア
ム
お
よ
び
徴
収
金
の

単
価
、
格
付
け
対
象
期
間
な
ど

は
、
平
成
７
年
３
月
分
の
乳
代

ま
で
適
用
と
し
ま
す
。

②
平
成
７
年
度
以
後
は
毎
年
見
癒

し
て
実
施
す
る
も
の
と
し
ま
す
⑥

一識Ⅷ鮴駝の

ダダ



衛生的乳質の格付表 [検在単位：ｌｍｌ当たり］

： Ｚ 

‐
■
■
 ランク １ 

要改善レベルＥ正常乳レベル 要改善レベル奨励レベルしべル

P1万以上４万－10万 １１万～２０万生菌数 ３万以下

30万以下体一細胞数 乳
寶
評
価
の
格
付
け
と
判
定

一宗期間の旬単佑⑦ 一定期間の旬単位の一定期間の旬単位の

検査で１旬でも当該検査で全旬上記条件 検査で全旬上記条佇
固’左条件

以上の成績であるこ 条件の場合に該当すること

を

3円／kｇ徴収単価 3円／k： 1円／肥 Ｉ 

当該旬の全乳量判定翌目の全乳屋 判定翌月の全乳量対象乳量

庁白■

の
乳質評価を加味した乳価の仕組み

(｣|'成５年８～９月の検査成績による平成５年10月

分乳代のシミュレーション）（補給金等は除く】
改劉現行

ランク1

78.42円/kｇ
(現行より＋1.681

ランク巳

71.42円/kｇ

(▲ｑ32）ランク日ランク４

蝋ｍｎ１ｌｌＷ‘１１蝉Ｉｋ．

71.74円/作

３円/kｇ

(乳質乳価】

Wb腹筋分ａ87％

､'８閲.411円／k：

３３５３円
乳脂肪分３８７％

３２９１K B２９ｌＲ HＰＨｌＰ 鰹850505円／KＥ

３２９１円

薮１円/kg徴収
鵜脂乳固形分

8-83黙 無脂乳同形分

0.63％ ､442720円／l<Ｅ

38.21円鈩試 ３７５１厘37.51Ｆ： 37511ｺＥ 
噂434.59U円／KＣ

３７５１円

ｌ：li発生旬の乳癒を精算月α

(1.7％）乳量の]/3と仮定【46.3％】､艶： 0％］ 【乳冊雪l合１ (4〔

【獲計】

生
乳
受
託
阪
光
曇
員
会
で
は
、
乳
質
評
価
を

加
味
し
た
乳
代
枡
算
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

乳
質
評
価
に
係
る
蘇
門
委
貝
会
（
委
員
長
・
齋

藤
善
一
北
人
敦
授
）
に
『
総
合
的
塚
乳
質
評

価
」
に
つ
い
て
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ

う
な
答
巾
が
あ
り
ま
し
た
。

１
、
生
乳
細
菌
数
評
価
基
準
の
設
定

に
つ
い
て

生
乳
の
細
蔵
数
は
食
品
衛
生
お
よ
び
牛
乳
。

乳
製
品
の
製
造
上
か
ら
み
た
場
合
に
は
、
よ
り

少
な
い
数
倣
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

極
端
な
厳
し
い
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
酪
農

経
営
に
与
え
る
影
響
が
大
曽
上
』
と
か
ら
、
乳

質
に
係
る
実
態
と
的
確
な
将
来
腿
認
を
十
分
に

背
虚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

細
菌
数
の
法
腫
よ
る
規
制
は
、
乳
等
の
哩
生

省
令
に
よ
る
総
菌
数
四
○
○
万
／
刺
以
下
と
な

っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
従
来
よ
り
総
爾
数
三

○
万
／
叩
（
生
薗
数
一
○
万
／
凧
）
以
Ｆ
を
目

標
と
し
て
お
り
、
辿
内
に
お
い
て
は
九
九
％
の

生
乳
が
目
標
価
を
達
成
し
て
い
ぉ
。

｜
力
、
生
菌
数
に
つ
い
て
の
法
に
ょ
鞘
規
制

埜
準
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
乳
質
の
実
態
、
厚

生
省
令
の
改
訂
の
方
向
性
、
諸
外
国
の
評
価
基

準
等
の
諸
点
を
考
砥
す
る
と
、
全
国
乳
質
改
善

協
会
の
「
総
合
的
乳
質
評
価
体
制
鑓
術
検
討
委

員
会
』
の
報
告
に
示
き
れ
た
評
価
を
参
考
と
し

て
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
良
質
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
定
的
供
給

お
よ
び
需
要
拡
人
の
た
め
に
は
《
継
続
し
て
良

質
な
生
乳
を
供
給
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ

り
、
評
価
に
当
た
っ
て
は
一
定
期
間
、
安
定
し

た
乳
質
を
継
続
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い

２
、
生
乳
体
細
胞
数
評
価
基
準
の
設
定

に
つ
い
て

体
細
胞
数
は
、
乳
房
炎
（
特
に
潜
在
性
乳
房

炎
）
の
指
標
で
あ
り
、
こ
れ
を
目
安
と
し
て
乳

房
炎
の
防
除
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

総
合
的
な
乳
質
評
価

に
つ
い
て
の
答
申

〆２

ランク １ ２ ３ ４ 

しべル 奨励レベル 正常乳レベル 要改善レベル？ 要改善レベル２

生菌数 ３万以下 ４万－10万 １１７]～20万 ２１万以上

体÷細胞数 30万以下

条 件

一定期間の旬単位の

検査で全旬上記条件

に該当すること

一定期間の旬単位の

検査で全旬上記条件

以上の成績であるこ

と

.,定期間の旬単位の

検査で１旬ども当該

条件の場合
同左

単価

対象乳量

3円／k８

判定翌目の全乳量

1円／k目

判定翌目の全乳量

３円／kｇ徴収

当該旬の全乳量

１１ｺｮﾉKｇ 

（乳質乳価）

32.91ｉｉｉｊ 

無垢豆１１同形分

0.63％ 

噂'13'1.55U暦／k９

37.51再

37-51円 37.5:円 37.5.円

８円/kｇ

(乳質乳価）鰯
鰄

％腿印／ａ円分川畑諭凪暇Ｉ８３ 乳。

乳質評価を

匠己。ﾝグ［酸四
78.42円/kｇ
（現行より十1.68）

71.74円/kｇｌｌランク２

【乳冊割合〕

加味りた乳価の仕組み

（』ﾄﾞ成５年８～９ｊ｣のjMt査成；

分乳代のシミュレ･‐シヨン）

(40.0％）〈12.,％）（46.3％）（:'7％〕

■i:川)豐

離



Ａさんの乳質評価ランクの判定例 (検査単位：刀／、l】
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ロ
■
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旬 上ｉ中１ｓ 上．ＩＰｉ卜 上ｌｌｉＩＩ下 kiIllil 上１１|'；} 上ｉ１ｌ１ｉｌ、 k；中；「 ｌＬｉ中ｉＩ、

細菌数 ４Ｉ１２ｌ３Ｃ ５２．－１ ３．３；３ ２１３１１「 ３．２１１J ３１３１２ ３．， ２．２．Ｎ 

体細胞数 Ｂ０Ｉｄ０：Ｈ［ ３０；４０ＩＪＣ 3０１２５．２５ ３０：３０；３Ｃ ３０：３０：El［ ２５：３０：３（ ２５１２(］：３〔Ｉ ４０．‐１０副]

判定対象信 ８～９ ９～l［ 10～１１ Ⅱ～１２ |,～’ ｌ～， 

－－■￣--■Ⅱ￣￣--口■

判定1細菌 Ｈトランク」 １１下ランク２ １１下ランク２ 令劒ランク１ 今１１１ランワ１

内容1体雛 11:１１F,う゛’73111ｓ 粂灯ラシク１ 令伽ランヶ１
－－－－－■P－－口－－－

ランク判定 」 ３ 

曰
４

Ⅱ】

得団徴収対象旬 １Ｍ［ｆｉｎ 

乳価支払
|（ Ⅱ 1２ 

11 

： 
対象乳国

１１分 １１〃 １１分 １１分 １１分 '１” 

①Ａさんの８月、９月の衛生的乳質は改善が必要であり、したがって10月

乳代の乳質評llliはランク４となりました（８月下旬生菌数21万以上)。

②11月の乳質評lilliがランク３となったのは、生菌数は９月、１０月ともに正

常乳レペルでしたが、９月の体細胞数が基準（30万）を上回っているから

です、

③12月の乳質評価がランク２となったのは、１１月下旬に生菌数が10万にな

ったからです。

④しかし努力の結果、１２月と１月の乳質が非常によくなり、２月の乳質評

価は、ランク１となりました。

※ランク判定は下位要素を優先し判定する。

に可

３
、
塾
撫
と
な
る
べ
き
乳
質
お
よ
び

評
価
方
法
に
つ
い
て

⑩
細
菌
数
基
準
数
仙
は
三
万
／
、
以
下

を
奨
励
レ
ベ
ル
と
す
る
⑨
広
お
良
質
生
乳
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
一
定
期
間
の
継
続
を

条
件
と
す
る
。

②
体
細
胞
数
基
準
数
価
に
つ
い
て
は

「
消
識
者
へ
の
信
就
Ｌ
あ
る
い
は
「
乳
房
炎
感

染
率
」
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
「
奨
励
対
象

乳
」
と
し
て
は
二
○
万
／
叩
以
下
が
適
当
と
思

わ
れ
る
が
、
体
細
胞
数
は
生
理
的
要
因
、
澱
坑

妥
因
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
が
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
期
間
の
継
続
を
条
件

と
す
る
な
ら
ば
三
○
万
／
、
以
下
と
す
る
こ
と

が
妥
寄
と
考
え
る
。

③
格
付
け
対
象
生
乳
〃
良
質
乳
を
適
正

に
評
価
す
る
“
と
と
も
に
”
劣
質
乳
の
改
善
効

果
を
川
待
す
る
“
漉
点
か
ら
評
価
対
象
は
個
乳

を
基
本
と
す
る
】
な
お
現
在
、
｜
部
の
地
区
に

お
い
て
個
乳
の
生
菌
数
検
査
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
地
区
に
限
っ
て
は
当
面
、

合
乳
単
位
の
生
菌
数
贈
礒
葺
に
基
づ
く
評
価
（
述

帝
評
価
）
と
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
体
細
胞
数
に
つ
い
て
は
法

に
よ
る
規
制
の
対
象
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま

た
体
細
胞
数
の
轍
加
は
必
ず
し
も
乳
房
炎
だ
け

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
蕊
埴
要
因
な
ど
に
上

っ
て
も
変
動
す
る
。

一
方
、
体
細
胞
数
の
増
加
に
伴
い
牛
乳
・
乳

製
品
の
品
質
而
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
廷

現
在
の
本
道
の
平
均
的
レ
ペ
ル
の
体
細
胞
数
で

は
、
そ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
消
費
者
へ
の
信
頼
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
乳
専
宥
令
に
符
い
て
、
乳
房
炎
罹
患
牛

の
乳
憧
出
荷
で
き
な
い
と
規
制
さ
れ
て
お
り
、

消
費
者
へ
の
信
頼
を
禍
ね
な
い
た
め
に
も
乳
房

炎
の
防
除
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
体
細
胞
数
に
つ

い
て
は
乳
房
炎
防
除
対
策
の
指
標
と
し
、
乳
膳

炎
の
発
生
に
伴
う
経
済
的
損
失
の
減
少
を
図
る

こ
と
が
蛎
饗
で
あ
り
、
体
細
胞
数
の
み
の
単
独

評
価
と
せ
ず
、
細
菌
数
評
価
の
奨
励
対
象
乳
の

必
要
条
件
に
と
ど
め
て
評
価
す
謬
一
］
と
が
艶
韻

し
い
も
の
と
考
え
る
。

ズダ

月 ]ﾛ １１ i２ 

旬 ｉ－ｉ[i： Ｉざ

上．:１１ｒ卜
U: 

'二！:ｉｊｉＦ :Ｚｌｌｌ;：I .bⅡ 上！’:7１１ １－１１.】１１，
四・･UＩＵ

P■ 

121[i』ｉ￣:息
､､ 

:9.ｉＦｉＩ１Ｉｆ 
；ｉ 

細菌数 ４１１２ 3(） iｊＩ２ )’３１３ Zｉ３ｉｌＯ ３１２：３ ３１３１２ ２．２ｉＩｌ 

体細胞数 ３０１K1０ 3０ 3０１４０ １０ ３０１２５：２:1 3０１３０１３０ l()１３０，３０ ２５６３０１３０ ２５１２０ｉ３〔） ４０１‐105【）

判定対象月

~￣~~~･「~~~~￣

判定1細菌

内容i蝿胞
一一一一一．－し－－－．－

ランク判定

８～９ 

Ｈ１fランク４

９～ﾕ｡ 

114:ｉｆランク川!：

１０～１１ 

ﾕ：トランク２

:：～1２ 

::下ランク２

H2～[ 

全町ランク1

余イリランク１

ユー２

令句ランク１

分句ランク］

徴収対象旬 Ｓノーlざ句

乳価支払

対象乳量

ﾛＪ､ 

ＣＵ 

)｣分

二】

j1分

1２ 

i;分 jlタ １■ ■■ｊ■ ｢;分
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灘

lUiiiiiIIIiii 
ヤ
ン
ピ
オ
ン
の
獲
得
と
偉
業
を
成
し
跨

げ
た
中
標
津
乳
牛
改
良
同
志
会
で
は
、

本
年
も
十
六
頭
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
油

び
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得
「

ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
｜

部
）
タ
イ
ロ
ー
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

ホ
ー
プ
出
品
符
・
川
村
清
身
。
そ
（

他
、
各
部
入
賞
牛
は
下
記
の
通
り
で
す

な
お
、
入
賞
率
は
七
五
％
の
好
成
唾

（
。
戸
宅
一
□

"固亟､

同
志
会
関
係
の
シ

は
鎧
大
の
「
’
九
，

ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ
．

「
’
八
日
、
道
内
』

の
乳
牛
が
出
品
し
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
）

ま
し
た
。

、
ジ
ュ
ニ
ア
共
に
．

北海道
Ｂ＆Ｗショウ

出品者号部順位名

１１１オリパースカイバックセーラー 舟橋（信

弾正原」1』２３サニーデールローヤルマーサ

山崎幸雄２９シルフィードラッシーエクセレス

久‘保lml３エクセレスマダムビューティー４ 

佐々木昭雄４ミドルニランドエービーシージエージュディー愚

'１１村満身Ｒ４リバーヴィレリソジジェーエーーフ冨1ルセス
パー、

桜井幸１０２ピーマンクレイタスレボリューション

短IlIH,信ｉＷ１１２ハ｜ソピーランドパリアンマ｜リトマリー

森下秋１２４マドキャップソブリンタイローソフ

ポリ 土J|目上昭鵠ネンド１２Ｆ１■ ク 弓 ﾆラン

地
域
内
の
交
流
、
親
睦
を
深
め
開
陽

地
区
の
活
性
化
に
向
け
て
と
、
開
陽
有

志
の
会
で
は
、
六
月
二
十
日
「
船
釣
り

体
験
ツ
ア
ー
」
を
実
施
．
女
性
二
人
を

含
む
総
勢
十
人
が
船
釣
り
に
挑
城
し
た
”

朝
八
時
三
十
分
、
標
津
港
に
全
員
集

合
、
こ
の
ｎ
の
た
め
に
、
朝
一
一
一
時
か
ら

起
き
て
牛
舎
の
仕
事
を
終
わ
ら
せ
て
来

た
人
も
い
た
と
い
う
。

参
加
者
の
約
半
分
は
初
め
て
の
船
釣

開
陽
育
志
の
会

地
域
活
性
化
に
向
け
て

グヴ

部 順位 名号 出品者

ォ;ﾉパースカ バックセー‐ラー 舟橋,僧．．

（□ サゲ.一テール ・ヤルマーサ 弾正原IＬ

９ シルフィー・ﾛ、 ツシーエクーごレス 山崎幸雄

３ エクセレスーマ ムビ.2.‐‐テイ・‐ 久１J |､:： 

。 二lごルランドー■ -‐ビーシージエージュディー． 佐々ノ 昭雄

４ リバーー：ブイレ ジジェーエーフ冨リンセス ｊｌｌｌ 清身

２ ビ・・マンクレ タスレポリューショョン 桜 幸…

１１ ２ ハッピーーランド パリアンマットマ:ﾉー 福１１ 億ｉＷ［

1２ ４ マドキャップ プリンタイロ･－ 千秋

1２ r〕 ロックミラーポリネット 土Jls Ⅱ高男



千
円
で
し
た
が
、
去
勢
牛
七
頭
の
平
均

Ⅲ
格
は
三
十
「
万
五
千
円
（
五
－
’
’
万

四
千
円
Ｉ
二
十
万
七
千
円
｝
、
平
均
体
重

二
百
八
十
四
姥
（
一
一
．
百
一
一
一
十
四
姥
～
一
一

百
．
’
十
五
姥
）
、
平
均
Ⅱ
齢
二
百
几
Ｉ
四

日
（
一
一
百
十
七
Ｎ
～
二
百
肱
十
六
Ⅱ
）

こ
の
牛
は
舟
田
正
義
さ
ん
（
当
幌
）

出
品
の
「
北
国
青
一
」
号
で
、
生
後
ト

ヵ
月
の
去
勢
牛
、
父
「
北
国
七
の
八
」

母
「
第
六
は
る
な
み
」
（
農
協
有
採
卵
牛
）

の
Ｅ
Ｔ
産
仔
で
す
。

＋
『
頭
の
平
均
価
格
は
二
十
九
刀
八

中
標
津
で
生
産
さ
れ
た
黒
毛
和
種
仔

牛
の
本
格
的
な
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た

今
川
出
荷
し
た
の
は
．
去
年
の
川
月

か
ら
十
日
生
ま
れ
の
生
後
八
カ
月
１
－

｜
｜
力
月
の
仔
牛
で
、
去
勢
ｌ
｜
｜
頭
、
牝

五
頭
の
へ
Ⅲ
計
十
八
頭
で
、
六
月
二
十
二

ｕ
の
ホ
ク
レ
ン
白
老
和
牛
市
場
に
川
品

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
１
八
噸
の
う
ち
、
せ
り
成
立
は

＋
｜
頭
で
し
た
が
、
こ
の
Ⅱ
の
ト
ソ
プ

セ
ー
ル
五
卜
三
万
四
丁
Ⅳ
を
達
成
し
ま

し
た
。

「
な
か
し
く
つ

一
一
一
万
三
千
円
～
十
八
万
八
千
円
）
、
平
均

体
重
一
一
万
九
十
一
一
一
姥
（
一
「
白
五
姥
～
二

百
六
十
五
唾
）
、
平
均
日
令
三
百
六
十
葹

日
（
川
百
一
一
卜
｜
｜
Ⅱ
’
二
行
九
十
日
）
、

平
均
単
価
八
百
五
十
二
円
”
埴
で
し
た
。

ま
た
、
主
取
り
に
な
っ
た
七
頭
に
つ

攪
臆
轤
辮
１
ぃ
蝋

岸司）

露

い
て
は
、
極
端
に
小
さ
い
も
の
や
渦

気
味
の
も
の
が
目
立
ち
、
和
牛
の
哺

上司

ｒ 

リ
で
期
待
と
不
安
を
胸
に
標
津
港
を

出
発
。
ち
ょ
う
ど
波
も
な
く
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
最
高
。
途
１
、
イ
ル
カ
や
ク

ジ
ラ
に
も
遭
遇
す
る
ラ
ッ
キ
ー
な
船
釣

り
と
な
り
ま
し
た
。

釣
果
は
カ
レ
イ
が
二
十
匹
前
後
と
、

カ
ジ
カ
が
数
十
に
と
ま
あ
ま
あ
で
し
た
［

船
に
は
酔
わ
ず
、
酒
に
酔
い
、
こ
れ

か
ら
忙
し
く
な
る
農
作
業
前
の
楽
し
い

釣
り
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

今
川
の
釣
り
交
流
会
が
大
成
功
と
な

っ
た
事
か
ら
、
有
志
の
会
で
は
秋
に
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
も
や
っ
て
み
た
い
と
は

り
き
っ
て
い
ま
す
唇

,’ 

１ 

ズグ



米
国
の
車
社
会
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
れ
る
よ
う
な
自
動
車
社

機
動
性
を
最
高
に
発
揮
で
き
る
枇
界
に

類
を
見
な
い
自
動
車
王
国
が
出
来
た
。

た
だ
し
、
自
動
車
の
発
展
期
以
前
に

大
膝
横
断
鉄
道
な
ど
の
敷
設
が
行
な
わ

れ
、
鉄
道
発
展
の
可
能
性
も
十
分
あ
っ

た
が
、
自
動
車
業
界
の
野
望
と
陰
謀
に

よ
る
鉄
道
産
業
取
り
潰
し
政
治
工
作
が

化
的
制
約
も
な
く
自
動
車
社
会
米
国
は
国
に
お
い
て
は
、
環
境

急
速
に
発
展
し
た
。

問
題
、
人
口
の
増
加
に

広
大
な
国
上
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
東
西
伴
う
都
市
近
郊
の
渋
帯

南
北
に
縦
横
無
尽
に
走
り
、
自
動
車
の
な
ど
大
き
な
社
会
問
題

新
大
陸
ゆ
え
に
経
済
的
、
社
会
的
、
文
し
か
し
、
最
近
の
米

感
じ
た
事
を
報
坐

ミ
ナ
ー
で
、
多
く
の
給
油
所
を
視
察
し
、
は
弱
体
化
し
今
日
兄
ら

海外セミナーに
参
加
し
て

米
国
大
陸
は
日
本
の
ニ
ト
五
倍
あ
り
、
の
国
家
が
で
き
た
。

今
何
の
セ
ミ
ナ
ー
は
燃
料
部
門
の
セ
功
を
成
し
、
鉄
道
産
業

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
．
“

政
策
は
基
幹
産
業
を
潰
す

第
二
十
回
系
統
燃
料
事
業
海
外
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
五
月
一
一
十
五
日
か
ら
一
一
週
間
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

を
‐
乎
心
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ユ
タ
州
、
コ
ロ
ラ
ド

州
、
カ
ル
ガ
リ
ー
地
区
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

Ⅲ
い
た
し
ま
す
。

会
、
自
動
車
産
業
主
体

管
理
部
長
沢
田
哲
朗

に
な
っ
て
い
る
．
各
都

市
で
急
遮
鉄
道
の
再
開
発
が
主
張
さ
れ
、

実
際
に
敷
設
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
コ
ス
ト
は
ば
く
人

な
も
の
が
あ
り
、
導
入
車
輌
も
自
国
の
鉄

道
産
業
を
潰
し
て
い
る
た
め
、
外
国
か

ら
の
輸
入
に
頓
ら
ざ
る
を
得
ず
、
Ⅱ
本

ＡＰベ

特
に
日
本
に
受
注
が
落
ち
る
と
新
た

な
経
済
摩
擦
を
引
き
起
こ
し
、
政
治
的

圧
力
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
、
バ
ラ
ン
ス

を
失
っ
た
産
業
政
策
が
い
か
に
危
険
で

や
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
が
受
注
券

受
け
て
い
る
。

あ
る
か
を
理
解
し
、
｜
部
の
業
界
の
利

読
の
た
め
に
国
策
を
誤
っ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
を
つ
め
て
い
け
ば
日
本

が
自
動
車
、
電
気
、
工
作
機
械
分
好
の

産
業
が
得
意
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
ら
産

業
の
み
の
都
合
を
計
る
政
策
を
取
る
べ

仮寓

カナダの畑作農家4,400haの農地に2.500頭の肉牛を肥育
二の様煎トラクターが４台あった

き
で
な
い
。
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
産
業

政
策
の
結
果
、
農
業
な
ど
の
基
幹
産
業

を
潰
す
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
日
本

は
近
い
将
来
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
産
業
の

二
の
舞
に
な
る
。
米
国
に
お
け
る
自
動

車
は
文
化
、
歴
史
の
一
部
を
担
い
、
更
に

日
常
生
活
に
欠
か
す
事
の
出
来
な
い
も

の
を
実
感
し
た
。
米
国
に
と
っ
て
重
要

な
産
業
、
聖
域
と
見
ら
れ
る
自
動
車
産

業
市
場
に
三
％
近
い
シ
ェ
ア
を
許
し
た

日
本
に
対
し
、
貿
易
収
支
の
大
幅
赤
字

を
理
由
に
農
畜
躍
物
の
完
全
自
由
化
を

求
め
る
の
も
部
分
的
に
理
解
す
る
が
、

独
立
国
家
と
し
て
一
番
大
事
な
食
料
自

給
が
不
可
能
と
な
り
、
外
国
に
食
料
供
給

を
委
ね
る
よ
う
な
同
家
体
制
を
作
っ
て

は
な
ら
な
い
事
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。カリフォルニア州の野菜農家｡50人-60人の〆キシ

カンが一団となって収種作業をしている

ダダ



開
催
日
時
平
成
六
年
Ｌ
ハ
且
二
十
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
中
会
識
字

〈
議
案
〉

一
役
負
退
任
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い

て

二
、
ケ
ラ
ィ
ア
ミ
ル
ク
上
場
建
設
に
つ

い
て

二
、
臨
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

Ⅲ
、
給
油
所
脇
接
地
の
工
事
契
約
に
つ

い
｝
」

五
、
脚
走
査
産
監
森
の
監
査
報
告
に
つ

い
て

六
、
組
介
員
資
格
の
変
更
に
つ
い
て

七
、
同
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

八
、
水
輔
リ
ー
ス
の
更
新
契
約
に
つ
い

て

九
、
平
成
六
年
度
高
収
益
”
辰
業
促
進
緊

急
対
策
事
業
に
係
る
堆
肥
運
搬
の
利

用
料
に
つ
い
て

十
、
堆
肥
運
搬
車
輌
業
務
呪
程
の
設
定

鰹
筐
陰の
擢
饅

第
四
回
理
事
会

に
つ
い
て

以
上
、
十
議
案
原
案
通
り
決
定
し
東

し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

て
平
成
六
年
度
乳
質
自
匹
胤
制
に
つ

い
｝
」

二
、
川
定
資
産
監
衡
の
指
摘
事
虹
に
つ

い
て

〈
報
告
事
項
〉

：
会
計
検
脊
院
の
検
査
報
併
に
つ
い

て

短
職
員
研
修
旅
行
の
実
施
に
つ
い
て

去
る
、
六
月
二
十
日
の
役
員
選

挙
（
無
投
票
）
に
よ
り
、
第
三
俣

落
地
区
の
藤
井
美
智
夫
氏
が
就
任

さ
れ
、
六
月
．
．
ｌ
四
Ⅲ
に
は
、
第

三
回
監
事
会
が
開
催
さ
れ
、
代
表

監
事
に
渡
辺
善
行
氏
が
選
係
さ
れ

ま
し
た
。

代
表
監
事
に
渡
辺
善
行
氏

が
選
任
さ
れ
る

淳痴

設
置
し
た
「
ミ
ル
ク
の
里
」
の
か
わ
い

ら
し
い
小
屋
で
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛

乳
が
五
十
円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

「
新
鮮
な
空
気
と
、
広
大
な
景
観

の
中
で
飲
む
牛
乳
は
最
高
」
と
、
パ

「
北
海
道
の
お
い
し
い

牛
乳
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で

も
ら
お
う
」
と
、
今
年
も

酪
農
対
策
協
議
会
で
は
七

Ⅱ
｜
川
か
ら
開
陽
台
ミ
ル

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
い
ま
す
．

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

今
年
で
九
年
月
を
迎
え
、

開
陽
台
驍
車
場
の
一
角
に

》牛乳スタンド
｢ 

ロミルクの里」
岸亀

ス
で
開
陽
台
を
訪
ず
れ
た
ツ
ア
ー
客

や
、
バ
イ
ク
で
旅
す
る
ラ
イ
ダ
ー
た

ち
の
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
八
月
三
１
｜
Ⅱ
ま

で
の
一
力
Ⅱ
間
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
．

ダフ



Ｊ
Ａ
中
標
津
農
業
後
継
者

結
婚
対
策
協
議
会

農
業
後
継
者
の
親
と
し
て
の
自
覚
と

認
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
後
継
筒
本
人

は
、
同
分
の
結
婚
を
ど
う
考
え
ど
う
し

た
い
の
か
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ

Ａ
中
標
津
農
業
後
継
綺
結
婿
対
策
協
議

会
（
三
友
盛
行
会
長
）
で
は
両
親
向
け

瀧
習
会
を
、
北
海
道
農
業
会
議
農
業
人

材
銀
行
相
談
員
・
二
沢
信
子
氏
を
枡
い

て
、
本
人
向
け
講
習
会
に
は
別
海
町
農

漁
村
後
継
者
専
任
抓
談
員
．
〃
祢
谷
斉

氏
を
柚
い
て
開
催
し
た
。

両
氏
と
も
、
Ⅱ
項
の
体
験
談
を
交
え

て
笑
い
の
中
に
も
真
剣
に
、
女
性
が
望

ん
で
い
る
男
性
像
・
家
庭
は
ど
う
な
の

か
、
講
演
し
ま
し
た
。

両
親
に
は
、
結
嬬
後
ど
の
様
な
家
庭

生
活
を
送
り
た
い
の
か
を
家
庭
の
中
で

話
し
合
う
な
ど
、
常
に
会
話
の
あ
る
家

庭
で
あ
る
こ
と
。
お
嫁
さ
ん
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
家
庭
環
境
を
作
っ
て
お
き
、

後
で
あ
わ
て
る
事
の
な
い
よ
う
に
し
て

お
く
、
忙
し
い
と
い
っ
て
せ
っ
か
く
の

農
業
後
継
者
花
嫁
対
策
両
親
、
本
人
講
習
会
開
催

女性
が
望
む
男
性
像
、
家
庭

男

チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
さ
な
い
で
ほ
し
い
、

お
嫁
さ
ん
の
立
場
に
た
っ
た
考
え
〃
を

す
る
な
ど
両
親
と
し
て
の
意
識
改
革
が

必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
人
に
は
、
毎
Ｎ
の
朱
活
に

リ
ズ
ム
を
持
ち
、
は
っ
き
り
と
し
た
口

分
の
時
間
を
持
と
う
、
、
頃
か
ら
女
性

が
今
何
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
把

撮
し
て
お
き
話
題
作
り
を
す
る
、
本
当

の
意
味
て
の
後
継
者
と
は
、
い
つ
ま
で

も
親
を
頼
っ
て
い
な
い
で
精
神
的
に
も

経
済
的
に
も
自
立
し
て
い
る
事
、
自
分

の
夢
や
希
墹
を
話
す
事
が
で
き
る
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
環
境
繋
備
は
親

が
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、
口
分
が

し
な
く
て
は
誰
も
し
て
く
れ
な
い
、
な

ど
、
本
人
の
向
覚
と
積
極
性
が
明
Ⅱ
の

未
来
を
明
る
く
す
る
と
講
演
し
た
。

Ⅶ
会
と
し
て
は
、
愛
と
ロ
マ
ン
と
夢

を
語
れ
る
よ
う
な
人
に
な
る
こ
と
、
ま

た
、
厳
し
い
。
汚
い
．
忙
し
い
の
二
語

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
内
分
の
未

来
を
つ
く
り
だ
し
て
ほ
し
い
と
話
し
て

い
る
。 、

家ICF宅、

と
は
？

パートナーは

意思を伝える

ことから

が⑤、

農業後継者と

女子職員とのパーティー

「
気
楽
に
、
楽
し
み
な
が
ら
自
己
Ｐ

Ｒ
が
Ⅲ
米
る
よ
う
に
〃
臣
と
、
Ｊ
Ａ
中

標
津
農
業
後
継
臂
結
婚
対
策
協
議
会

（
三
友
盛
行
会
長
）
で
は
、
農
業
後
継

者
と
農
協
女
子
職
只
と
の
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
を
六
Ⅱ
’
’
十
七
日
、
ト
ー
ョ

１
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
企
画
は
．
後
継
者
が
パ
ー
ト

ナ
ー
の
女
性
に
対
し
、
自
分
の
意
思

を
信
念
と
誇
り
を
持
っ
て
充
分
相
手

に
伝
え
て
い
く
訓
練
の
》
賞
と
し
て

行
な
っ
た
も
の
で
後
継
省
二
１
人

久
子
職
員
二
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
（

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
男
性
が
一
人

ひ
と
り
自
己
紹
介
を
兼
ね
将
来
に
対

し
て
の
夢
、
希
望
な
ど
簡
単
な
ス
ピ

ー
チ
を
行
な
っ
た
あ
と
、
女
性
の
座

る
テ
ー
ブ
ル
へ
。
十
五
分
ご
と
に
一
一
一

テ
ー
ブ
ル
を
移
動
し
、
最
後
の
十
五

分
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
（
日
分
の
好
み
の

雁
）
で
の
交
流
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
こ
れ
を
機
に
今
後
開

催
さ
れ
る
女
性
と
の
交
流
会
で
自
分
に

自
信
を
持
ち
、
積
極
的
に
話
し
の
Ⅲ
来

る
人
に
．
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
話
し
て
い

→
③
、

グ}ｆ



野菜の病気・病害虫

病気・病霄虫ｆ 特徴 饗[H１

きゅうりの
黒星病

若い茎・集・果実に発病
・葉は初め虻色い斑点が
生じ、拡大して裂け、

やや低温（15～17℃）
・多湿で発病しやすい

周縁が｢|っぽい病H1と
なる。
,果実はヤニを分泌する

きI殉うりの
灰色かび病

liiの咲き終わった部分か 気温力２０℃前後で多温
の時発病しやすい⑪ら発病し、幼果が侵され

灰色のカビを密生する局

をすのｆ身
萎ちよう旅

初めは被霄蕊の半分が菱 llui鼬2~25℃liij後め
きに発病しやすく、

シ
』
坐
ざ
｝
』

ちょうし、進展すると株
の片側が義ちようする。
葉柄や塔を切断してみる

た土j露1k分の多いと
ろにも発化する．

と、導管部が褐愛してし
る。

キャベツ・白菜
の根こぶ病

発育が急に悪くなり、気
温の高いｌ１Ｉｉ１はしおﾉＬ

病原lMlldd鍵111で数年
'１１１生存し、アブラナ科
111菜を植えると根から

穴も

朝夕は|Ⅱ]榎する様相を課
Ｉ)返す。 侵入し増殖してこぶを

つくる＿病林の根を見ると、と二
ろどころ異常に１１m大して
こぶがついている。
こぶは白いが後に掲変し
て腐敗する⑤

ハダニ鞆 雑草地で越冬し、暖かく気温が高く、難草条ドト
なると作物の蕊の典に瀞トーで発4三が多くなる。
坐する。

肢害韮は吸汁によ')変色
して枯れる。 北根室地区農業改良普及所

野菜の防除方法

夏
で
も
涼
し
い
当
地
で
は
病
害
虫
の

発
生
が
少
な
く
、
低
農
薬
職
培
を
実
践

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
．
家

病気・病害虫名｜防除方法 lHilll薬剤fｌ llIIII塔数｜収稚iii 回数

きゅうりの
黒旦病

①種ｆ消毒
②発病初期の病葉・病果は摘果す
る

ダコニールlOOO
トツプジンM7kjR1肉

liliR 
iiiR 

1000倍
1500倍

４１１’ 

③低温や雨が続くと発病しやすい
ので、幼呆や生農点付近を而ﾉＩｊ
に薬剤散布する。

きゅうりの
灰色かび病

①換気に注意する：
CD病葉・病果を収
布する。

①連作を避け、３
を栽培しない。

②被害株は披き収
③できるだけなす（
で鱗培する。
④床土を更新する：

注意する。
病果を収')除き、薬剤散

ダコニールlOOO
トップジハ[洞Ⅱ剛

[000倍
1500倍

前上
前日

４厄 巳.可

３～４ｲ|邑以Ｉなすなすの半身
菱ちよう病 ｡□ 

き取って１１艫Wする。
なすの根を痛めをい

族
の
鯉
康
を
考
え
、
最
少
限
の
農
薬
で

防
除
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
野
菜
を
よ

く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

キャベツ・白某
の根こぶilii

TT灰窒素、

t壌殺iMiパリ
コブトール

ネピジン粉剤

１坪」ilj
２００９ 

１株当り
８９ 
１株当り
１０質

定植
201｣|iii 

移植町

移植時

１
１
１
 

ロ

ロ

ハダニ類 ①灘に葉の喪而を観察し1匹で エイカロールギLiiiI145
エストソクス乳剤
エカチン

倍
倍
一
脈
倍

０
０
０
０
０
 

０
０
０
５
０
 

５
５
０
１
０
 

１
１
１
２
 

７日前
2111前
14日前

前日

７日前
2111前
14日前

前日

２回

３１１１’ 
３回

1， 

６確認したら速やかに菜の裏ま
で蕊剤散布する．

②抵抗性がつくので、殺ダニ剤を
数種用意して交万に散布する。 ヒラニカlqHW

〆夕

病気・病寄虫燃

きゅう I)の

黒星病

特徴

若い茎・業・果実iL2発病
｡葉は初め黄色い斑点が
生じ、拡大して裂け、
周縁が白っぽい病H1と
なる。
･果実はヤニを分泌する

饗[Al

やや低温（15～17゜C）
･多Miで発病しやすい

きI殉ぅljの

灰色かび病

をすの､膣身
義ちよう病

ｲﾋﾟの咲き終わった部分
ら発病し、幼果が侵さ
灰色のカビを密生する

初めは被霄蕊の半分が萎
ちょうし、進展すると株
の片ＩＭが義ちようする。
葉柄や塔を切断してみる
と、導管部が褐饗してい
る。

気温力２０℃前後で多淵
の時発病しやすＩ!。

地'i鼬2~25℃liij後のと
きに発病しや;-〈、ま
た土｣露l<分の多いとこ
ろにも発生する。

キャベツ・償菜
の根こぶ病

発育が急に悪くな')、気
M1の高いi1IIIはしおれ、
朝夕はi『'i榎する様相を線
Ｉ)返す。
病株の根を見ると、ｋこ
ろどころ異常に１１m大して
こぶがついているＳ
ＥぷはＩＩｌｉﾊが後に掲変し
て腐敗する。

病原Ｍは｣製111で鍵F
間生存し、アブラナ科
1ｆ１ｉ１菜を植えると根から
侵入し増殖してこぷを
つくる。

ハダニ類 雑草地で越冬し、暖かく
なると作物の蕊の饗に寄
生する。
砿審莱は吸汁によ')変色
して枯れる。

気温が高く、難草条lrlユ
下で発4三が多くなる。

病気・病害虫窯 防除方法 便1Ⅱ薬向Ｉｆｉ 値IIi培数 収稚前 ､iij数

きゅうl)の

黙足病
①種子消毒
②発病初XIの病葉・病果は摘果す

る。
③低温や雨が統〈と発病しやすい
ので、幼果や生農点付近を了ifﾉ１Ｋ
に薬剤散布する。

ダニフーーールlOOO
トップジンＭｵ卿剤

1000倍
ﾕ500倍

1ilii1 
iiii:Ｉ 

４ii;Ｉ 

きゅうりの
灰色かび病

①換気に注意する。

②病葉・病果を｣１ﾐﾘ膝き、薬剤散
布する。

ダコニールュ000

ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM洞
1000倍
1500倍 Ⅱ刊一Ⅲ一Ⅲ

４:ﾛ： 

なすの半身
讃ちよう病

①連作を
を栽培

②被害脚
③できる
で鱗培す
④床土を

け、３～４《１詰以:=なす
ない。
披き取ってl艦{)する。
けなすの根を痛めない

ivrする。

キャベツ・司某
の根こぶ病

①無病Wiを植える
②苑ｿ前jlI1は４－５flzの輪作をす
③病株は早めに披きjli(リヅH中探
処める。

旬ロ
グ

④jil[の排水をよくし、高うね職培
にする。

⑤定械20[l前にｆｉ灰窒素を施I1Uし
定植時に土壌殺菌剤をニヒと:一分
仁混和する。

不灰窒素

1ｔ壌殺iWﾊﾟリ
コブトール

ネ１－Fジン粉剤

二坪当り
２００９ 

１株当'）
８９ 

１株菖j:'）
１０９ 

定植
20;IIii］ 

移植町

移植時

１ロ

ユ[1'’

11n： 

ハダニ類 ①常に葉の幾面を観察;へ1匹で
も確認したら速やかに梨の裏ま
で蕊剤散布する。

②抵抗性がつくので、殺グー=剤を
数種JW意して交万に散布する。

ニイカロー･ﾙｷﾞLiiiI145
ニストックス乳剤
ニカチン

ピラ凸・､力ＥＷ

1500倍
1500倍
1000-
1500倍

2000倍 一別些別前旧田ⅡＪ一Ⅲ７別迎 回ⅢⅢ瓦、雪ｎＪ（。－」



秋の収穫が楽しみ じゃがいも植え側繊

じゃがいも伯爵まつり＆ふれあい広場で企画し

た、じゃがいも植え体験が６月４日、南中圃場て

行なわれました。この企画は、±の手触りを楽し

みながら自分の手でいもを植え､生育を見守り秋の

収穫を楽しむもので、この曰はレーキや小さなシ

ャベルを手に17家族が参加して、１区画（16株）

に１つひとつ丁寧に種いもを植えていきました。

また、いも植え後は仔牛との記念撮影会も行な
蕊

比■

鴎実習生署t入れ協議会（佐藤載康会長

機会も少ないことから行なわれたもの。

当日は青空が広がる初夏を思わせる天気に

恵まれ、ミニバレーを行なったり、昼食には

焼肉などのグルメに舌づつみ。また、いも転

がしやジャンケンゲームなども行ない、楽し

い１日となりました□

では、実習生の交流会を６月７日、中標津町

森林公園で開催、国内、中国からの研修生、

受入農家も含め27人が参加しました。

現在同協議会受入れの実習生は長期、短期

を含め21人が各農家で実習しているが、府県

や遠くは中国からの研修生が多く、交流する

易夕



遊覧船で

楽しい海の旅

フレッシュミセス日帰り旅行

今年のフレッシュミセスの日帰り旅行は「ウトロの遊

覧船に乗ろう／」と、６月１７日、参加者18人を乗せたパ

スは中標津を出発。行きは羅臼回りで知床横断道路を経

由。残念ながら、ウトロ方面へ向かうほど天気はご機嫌

ななめ。さらに最大の目的だった遊覧船の運行状況も危

うい状態。しかし、船は予定通りに運行する事となり、

悪天候のため多少の揺れは覚悟して乗船。船の上では、

ゆっくり景色を見たり、思わぬカモメの出現に盛り上が

ったりと、約１時間半の船の旅を楽しみました。

御ヨ

③ １－ 愚
予弓

鱗，鰯
ｈ 

臘
房

I 
= 江

評
誹
咽
鈩
難
珊
赫
秒
珂
諏
鵡
鋼
翻

弓、

行司

守紬
？､苫、ロ

■ 

ｾﾞﾛｍ 

識些鞄鐘趣，鋸【！i鑿驫議蕊
」

，１－１ 
１＄１，hs 巴⑫Ｍご鰯皿興処Fが1７

心地良い汗のｷｯｸベース青年瓠ﾚｸﾘｴ
青年部レクリエーション委員会企画による、キックベース

ボール交流会が６月１６日、川北上田組ナイター球場で開催さ

れました。この交流会は、部員問同志の親睦交流を目的に行

なわれ、当日は40人の部員が参加しました。

キックペースは初めての試みで、ルールなども委員会独自

の設定、また、ナイターで行なうのも初めてとあって不安も

ありましたが、広いグランドの中ボールを追い、走りと心地

良い汗を流したようです⑤

２プ



、

JＡグループのテレ
（厚生省中央児童福祉審

鐘I醤しの
探検隊

３１」をかしくつフーズ懇談説ﾄﾘ]会

４日役員選挙公告

６Ⅱ後継者結婚対策講習会
７日道営草地整備改良事業現地説

明会

'０日中標津町農協総合共進会
llRなかしくつフーズ取締役会

14ＨｌＩｌ標津農業高等学校委託実習
受入式

15Ⅱ第３１'j]役員協議会
〃後継者結嬬対策講習会
18日ケフィアミルク懇談会
20日固定資産監査
21H-23n1l1央会内部審香
24日馬鈴しょ振興会役員会
〃第２回礁産委員会
〃第３１m監事会
25日農協酪対役員会
271」なかしくつフーズ取締役会

28日会計検査
〃第31,]青年部役員会

29F［氷上高等学校酪農実習受入式
30日第４同理事会

瀬戸内の温暖な気候を龍かして花
裁培に取り組む111本`l輿二さん。シ
クラメンを経営のi住にプリムラ、
ニチニチソウなど10数種の鉢ｲﾋﾟを

出荷しています。日本一の花農家
をめざして、エネルギッシュに橘
瓢する後継料です。

A6170東野英心

｢花に魅せられ

７
月
価
日
出

教えられ…」

(山口県新南陽市）

（〉

ＪＡおおたわら管内では、水稲の

育苅ハウスを利)1Jしたミニトマト
の裁靖が盛んです。その中心は４０

歳代までの農家の主婦たちで、時
間に縛られずに、イｌｌＩＨＩ１６できると

大喜び。女性パワーによる産地化
の｣|i(1)組みを探検。

Aal71和泉雅子

「夏に彩り
７
月
羽
日
伍

ミニトマトー

(栃木県大田原市）

』釦72和泉雅子鱸蝋纈lWM雑|iii鍵
｢和して光る 本に、生析にＩＤと')のある快適な

酪農郷」環境づくりをめざしてきました。
(岩手県金ヶ崎町）翌擦陛鵬鮭鯉撫

７
月
加
日
出

を実現しています。

北海道放送(±)９:3０提供●ＪＡグループ／制作■家の光協会

臨時休業の
お知らせ

古城ホテルで優稚な気分 婦人部宿泊研修旅行

濾曇、

６月14日-15日に１泊２１｣で婦入部惰泊旅行を実施しました。今|ﾛ｜

は、帯広グリュック王国や芸術記念館の見学など、部員の希望や提案

で旅行のコースを計画。旅行当日、１２人の参加で中標津を出発しまし

た。初1｣はあいにくの雨で、旅行メインのグリュック｣E厨での半１１目

山行動は、傘をさしてちょっと残念。しかしその夜は、お城のような

７月20日は中標津神

社祭につき、ＡＴＭ、

､信Ⅱ]、共済、人工授精

業務、桜ケ丘給油所を

除く本組合業務につき

まして臨時休業いたし

ます｡なお､ＡＴＭ、信

、､組勘､共済窓口につ

きましては、午後３時

に終了させていただき

ます｡また､人~[授精受

i1時間は午後１時まで

となりますので、お｣T［

ぬに申し込み下さい。

ホテルで､、リッチな気分で夕食をと')、

ゆったりとした時|制をそれぞれ楽しん

でいたようでした。2111=Iは、前日の

雨が信じられないほどの晴犬のI|｣、咋

上|を恨めしく思いながらグリュックを

出発。パスを鹿追{IIJのill1Ifl上l勝記念館

へ走らせ､公食をとった後､然別湖へ。

なかなか忙しいスケジュールでしたが、

良い天気とキレイな紫色を満喫し、無

事に中標津に到着しました。

●緊行･中標湊町農業協同組合●編集･経営相談課組織広報係ａ２－３２７５ｅ発行年月日・平成６年７月１１Ｅ
２２ 

７ 

月
１６ 
日
仕）

A6170東野英心

｢花に魅せられ

教えられ…」
(山口県新南陽市）

瀬戸lﾌﾞﾘの温暖な気候をf:当かして花
裁培に取l)組む;11本供＝さん。シ
クラメンを経営の;住にプリムラ、
ニチざ--チソウなど10数種の鉢ｲﾋﾟを

ilI,荷しています。［１本一一の花農家
をめざして、エネルギッシュに沼

鍬する後継者です。

７月幻日㈹
Aa当7Ｌ和泉雅子

｢夏に彩り

ミニトマト」
(栃木県大田原市）

ゴＡおおたわ'ら管内では、水稲の
育苗ハウスを利)1Jしたミニトマト
の裁靖が盛んです。その'１;心は４０

歳代までの農家の主婦たちで、］1静
!H]に縛られずに、(ｌｌＩＨＩ１６できると
大喜びｄ女性パワー‐による産llh化

の｣|Ｉ!)組みを探検。

７月扣日国
JML172和泉雅子

｢和して光る

酪農郷」

(岩手県金ヶ崎町）

酪農『1ｺ,L､の金ヶ崎IHI~和光地lZo昭

ｲi123年の入倉航以来、il:'1友扶助を基
本に、ノl：活にＩＤと!)のある快適な
環境づくりをめざしてきました。

現椛では開拓211tにバトンタッチ。
ヘルパー･制度の導入などで帆楽農〃

を実現しています。


